












④項の別紙1　（特別管理）産業廃棄物の一連の処理の工程 2023年6月30日

作成　愛知技研株式会社　安全衛生環境部
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・プレス脱水装置の脱水率を向上させる管理項目を重点、強化。　また処理用投与薬剤の最適化で汚泥量の低減管理を強化中。

・薬液槽の液面の管理で溢れの防止、処理物からの飛散防止カバー等の設置で発生の抑制。

・受託先へ回収の申し入れ。再生利用可能にする分別の手順化。金属付樹脂の分別実施。

・各全施設で発生した希塩酸は、排水処理施設にて全量中和、凝集剤として連続利用し排出しない。

・加工処理による消費薬剤の使用条件を、連続監視し、薬剤の余剰投与の防止。

・外気温による吸湿で液量の自然増加を、管理温度を上げ吸湿抑制で発生抑制。

・めっきライン間で必要濃度の水準に見合った再使用を実施し、排出を削減。

・被めっき物を脱脂する液中油分を、液と分離回収を連続実施し、脱脂力の低下を抑制し、排出を低減。

・発生したクロメート液は、排水処理施設にて全量クロム汚水に連続滴下し、中和、凝集、生物処理し排出しない。

・受託品に付着している油量の低減を受託先に申し入れ。

・生産量の増減に合わせて、更新頻度を管理し、排出を低減。

無機汚泥(沈殿スラリー） ・処理槽、一次滞留槽での沈殿反応を抑制する管理。

木くず（梱包材、廃作業備品） ・資材購入時の梱包材は仕入元へ返却を基本。生産工程での備品材は鉄材を優先して使用する啓蒙。
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産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

排出量 2,416t 811t 17t 1t 64t 2t

【目標】

産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

排出量 2,392t 803t 17t 1t 63t 2t

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

0 0 0 0 0 0

産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

0 0 0 0 0 0

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

① 現状

【前年度（　令和　4　年度）実績】

（これまでに実施した取組）

② 計画

【目標】

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項

① 現状
（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

・プラスチックと金属の混合物の分別の実施

② 計画
・プラスチックと金属の混合物の分別の実施

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①  現状

【前年度（　令和　4　年度）実績】

（これまでに実施した取組）

年度毎に廃棄物発生低減を、目標値をもって業務として活動。
・廃酸…生産状況に合わせためっき液の使用方法を見直し、長寿命化する活動の実施。
　廃塩酸、廃クロム酸は排水処理にて連続処理し残渣を委託処分した。
・汚泥…含水汚泥を脱水する設備(ﾌｨﾙﾀｰﾌﾟﾚｽ)のろ布を定期的に交換し、含水率を低減。
・廃プラスチック・・・金属付プラスチックの分別。廃プラスチックの有価化。

② 計画

（今後実施する予定の取組)

全体として、生産工程の不良品発生、再処理ロスの予防で廃棄物の抑制活動の実施。
・廃酸…生産状況に合わせためっき液の使用方法を見直し、長寿命化する活動の実施。
　　　　　廃塩酸及び廃クロム酸の連続処理を継続する。
・汚泥…汚泥脱水機の管理を強化し、発生汚泥の含水率を低減。
　　　　　排水処理用薬剤の最適量見直し活動を強化し発生汚泥を低減。
・廃プラスチック・・・金属付プラスチックの分別。廃プラスチックの有価化。
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産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

0 0 0 0 0 0

自ら中間処理により
減量した産業廃棄物の量

0 0 0 0 0 0

【目標】

産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

0 0 0 0 0 0

自ら中間処理により
減量する産業廃棄物の量

0 0 0 0 0 0

産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った産業廃棄物の量

0 0 0 0 0 0

【目標】

産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う産業廃棄物の量

0 0 0 0 0 0

② 計画 （今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

①  現状

【前年度（　令和　4　年度）実績】

（これまでに実施した取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①  現状

【前年度（　令和　4　年度）実績】

（これまでに実施した取組）

② 計画

（今後実施する予定の取組）
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産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

全処理委託量 2,416t 811t 17t 1t 64t 2t

優良認定処理業者への
処理委託量

2,416t 811t 17t 1t 64t 2t

再生利用業者への
処理委託量

2,149t 791t 5t 1t 64t 2t

認定熱回収業者への
処理委託量

0t 0t 8t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

267t 0t 0t 0t 0t 0t

　　　

産業廃棄物の種類 廃酸 汚泥 廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ 木くず 廃アルカリ 廃油

全処理委託量 2,392t 803t 17t 1t 63t 2t

優良認定処理業者への
処理委託量

2,392t 803t 17t 1t 63t 2t

再生利用業者への
処理委託量

2,128t 783t 5t 1t 63t 2t

認定熱回収業者への
処理委託量

0t 0t 8t 0t 0t 0t

認定熱回収業者以外の熱回
収を行う業者への処理委託量

264t 0t 0t 0t 0t 0t

・廃酸…中和し、セメント焼成用助材として再生利用する業者へ委託。熱回収の実施業者への委託。
・汚泥…セメント材料で再生利用する優良認定処理業者へ委託。
･廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ…ＲＤＦ燃料化する業者に委託。

【目標】

② 計画

（今後実施する予定の取組）

・廃酸…中和し、セメント焼成用助材として再生利用する、優良認定業者へ優先的に委託。
・汚泥…セメント材料で再生利用する優良認定処理業者へ委託継続。
･廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ…ＲＤＦ燃料化する業者へ優先的に委託。

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①  現状

【前年度（　令和　4　年度）実績】

（これまでに実施した取組）


